
２０２２年３月期 第２四半期
決算説明資料

ＪＡＳＤＡＱスタンダード：９０６０

２０２１年１１月



内容
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今後の取り組み

２０２２年３月期の見通し

２０２２年３月期 第２四半期決算の実績



内容

3

今後の取り組み

２０２２年３月期の見通し

２０２２年３月期 第２四半期決算の実績



２０２２年３月期 第２四半期決算のポイント
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２０２２年３月期 第２四半期決算の概要
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26,340 +1,975 107.5% 56,000 50.6%

333
（1.3%）

-17 94.7% 850 37.2%

346
（1.3%）

-12 96.3% 800 41.7%

194
（0.7%）

-3 98.1% 480 39.7%

(単位：百万円)  

※予想は2021年5月14日発表数値

営業収益は７.５％増、営業利益は５.３％減 （対前年同期増減率）



6.8%増収/18.9%増益
・通販関連やインテリアの輸送量が増加

・新設拠点において食品の配送業務を開始

■ 4.6%増収/黒字転換
・前連結会計年度に開設した拠点の本格的な稼働や新設拠点
の稼働開始により取扱量が増加

・倉庫内作業の効率化や料金改定が進捗

■ 4.9%増収/77.3%減益
・取扱拠点の拡大により通販関連の保管面積が増加
・得意先の新規誘致にあたり自社倉庫の仕様変更工事を実施

・拠点新設に伴う初期費用の発生や倉庫稼働率の低下により
利益率が低下

■ 22.5%増収/60.0%増益
・施工関連事業、業務請負事業が堅調に推移

・輸出入関連事業において国際航空貨物の大口スポット案件
を獲得

セグメント別業績
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11,285 

6,029 6,275 

2,749 

12,056 

6,306 6,584 

3,369 

21/3期上期 22/3期上期

802 

593 

288 

954 

101 134 

462 

貨物自動車運送事業

（42.6％）
センター事業

（22.3％）
アセット事業

（23.2％）
その他事業

（11.9％）

貨物自動車運送事業 センター事業 アセット事業 その他事業

(単位：百万円)  ※（ ）は営業収益の構成比 セグメント別業績増減率（前年同期比） 営業収益／利益

△109

センター事業は黒字に転換、アセット事業の利益率が低下



所在地別の営業収益
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23,130 

3,209 

24,913 

3,402 

21/3期上期 22/3期上期

+193

日本 海外

12.0％

営業収益

283億円
+1,782

7.7%増

(海外：タイ、ベトナム、ラオス、ミャンマー、カンボジア、中華圏）

6.0%増

(単位：百万円)  

国内は７.７％増、海外は６.０％増（対前年同期増減率）



燃料価格、為替の変動による影響額
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VND（ベトナムドン） THB（タイバーツ）

円安

円高

※影響額：海外各社の当期実績（現地通貨、連結調整後）×当期と前期の為替レート差

軽油の平均購入単価 各月末時点の為替レート

※影響額：軽油平均購入単価の増減×当期使用量

主要地域別 21/3期上期 22/3期上期 増減

日本
平均単価（使用量）

76.0円
（2.2百万ℓ）

101.9円
（2.4百万ℓ）

＋25.9円

ベトナム
平均単価（使用量）

13,152ＶＮＤ
（1.4百万ℓ）

13,486ＶＮＤ
（1.7百万ℓ）

＋334ＶＮＤ

主要為替レート 21/3期上期 22/3期上期 増減

ベトナムドン（VND）
1VND=

0.00464円
1VND=

0.00470円 -0.00006円

タイバーツ（THB）
1THB=

3.42円
1THB=

3.49円 ＋0.07円

燃料価格の上昇が続き、運送コストが増加

1THB＝円1VND＝円円/ℓ 千VND/ℓ



キャッシュ・フロー
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776

△479

2,590

(単位：百万円)  

営業ＣＦ 「減価償却費」、「税金等調整前四半期純利

益」による増加

投資ＣＦ 「有形固定資産の取得による支出」、「敷金及

び保証金の差入による支出」による減少

財務ＣＦ 「長期借入金の返済による支出」による減少

21/3期上期 22/3期上期 差異

営業ＣＦ 189 776 +587

（減価償却費） （897） （958） （+61）

投資ＣＦ △1,102 △479 +623

財務ＣＦ 685 △505 -1,190

換算差額※1 △30 27 +57

現金残高※2 2,800 2,590 -210

※2 現金及び現金同等物の期末残高

※1 現金及び現金同等物に係る換算差額

新たな拠点の開設に伴い固定資産を取得

△505



設備投資の状況
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912 382
国内新設拠点に空調やネットワーク設備
等を導入

605 859
国内・ベトナム・タイにおいて事業用車
両を購入

268 95
国内拠点に高層ラック等を設置

2,256 486
事業用車両リース等

77 0

4,119
（3,153）
（965）

1,823
（1,320）
（503）

※設備投資（有形固定資産、リース資産、グループ間取引含む）

(単位：百万円)  

事業用車両の購入や国内新設拠点に空調設備等を導入



内容
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今後の取り組み

２０２２年３月期の見通し

２０２２年３月期 第２四半期決算の実績
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業績および配当の見通し

53,963 +2,036 +3.8%

・国内新設拠点の稼働開始
・主要な得意先の荷動き回復

845
（1.6%）

+4 +0.5%

・営業収益の拡大
・作業効率化の進展

※新設拠点の立ち上げコスト等を見込む
ため微増

869
（1.6%）

-69 -8.0%

・営業外収益の減少

453
（0.8%）

+26 +5.7%

・特別損失の減少

331.76円 +19.03円 +5.7%

80円 ±0円 ±0.0%

※予想は2021年5月14日発表数値

営業収益は３.８％増、営業利益は横ばいを予想
(単位：百万円)  
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営業収益の見通し （事業の種類別）

(単位：百万円)  

※予想は2021年5月14日発表数値

国内新設拠点の稼働開始に伴い倉庫関連の事業が拡大する見通し

23,472 +527 +2.3%
国内 0＋53
海外 ＋474

12,252 +747 +6.1%
国内 ＋674
海外 0＋73

12,547 +652 +5.2%
国内 ＋650
海外 00＋2

5,690 +109 +1.9%
国内 ＋100
海外 00＋9

53,963 +2,036 +3.8%
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営業収益の見通し （所在地別）

(単位：百万円)  

※予想は2021年5月14日発表数値

国内外ともに増収となる見通し

47,622 +1,477 +3.1%
日本ロジテム
国内子会社

＋1,370
0,＋107

88.3%

6,340 +559 +8.8%
ベトナムグループ
ほか海外子会社

0,＋269
0.＋290

11.7%

53,963 +2,036 +3.8%

※海外各社の22/3期想定為替レートは21/3期と同水準
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営業利益の見通し

新設拠点に関するコスト負担等により微増となる見通し

21/3期
（実績）

22/3期
（予想）

-19
-54

20/3期
（実績）

連結調整845

1,113

850+12
+18 +47日本ロジテム
国内子会社

ベトナムG

海外子会社
（ベトナムG除く）

営業総利益の減少

-310

-267

(単位：百万円)  

一般管理費の
削減効果

+42



内容
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今後の取り組み

２０２２年３月期の見通し

２０２２年３月期 第２四半期決算の実績
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当社グループを取り巻く事業環境
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中期経営計画２０２２ （2020～2022年度）

強固な収益基盤づくり、変化に適応できる体制づくりを進める
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中期経営計画２０２２ （2020～2022年度）

着実に施策を実行し目標達成を目指す

2016年度（実績） 2017年度（実績） 2018年度（実績） 2019年度（実績） 2020年度（実績） 2021年度（予想） 2022年度（目標）

527

11

営業収益

(単位：億円)  

営業利益

15

580

中期経営計画2019期間

539

8 8

560
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国内の取り組み

国内 収益力の強化と体制の整備
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輸送力の強化

大型車両等の増強を進め得意先ニーズに応える体制を整備

※当社および国内連結子会社のセグメント業績

0
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200

17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期予

営業収益

(単位：億円)  

セグメント利益

10.6

8.6

11.9

15.8

8.5億円
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物流分野でのＤＸ、先端技術（ＡＩ・ＩｏＴ等）の活用

変化する環境に適応した体制づくりを進める
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通販関連の取り扱いが拡大

引き続き営業活動を推進し取り扱い強化を図る
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※当社における通販関連の営業収益の実績
(単位：億円)  

・

営業収益
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国内拠点展開の状況

新たな収益の創造に向け戦略的な拠点展開を推進

※当社グループ進出エリア

※2021年以降の新設拠点

埼玉県坂戸市

2021年4月

愛知県愛西市

2021年7月

神奈川県平塚市

2021年4月

埼玉県川越市

2021年2月
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17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期予
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国内アセット事業の拡大

保管能力を強化するとともに稼働安定化に取り組む
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120

17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期予

営業収益

セグメント利益

4.5

7.3
9.2

(単位：億円)  

※当社のセグメント業績

6.9

※当社および国内連結子会社の保有・借用倉庫面積計 （単位：千坪）

177 205 220 227 247

稼働率 （単位：％）※当社の各期平均倉庫稼働率

1.3億円
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海外の取り組み

海外 アジア地域における事業強化
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海外グループの業績推移

コロナ禍により落ち込んだ業績の回復に注力

※所在地別の業績（グループ間取引調整後）
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百

営業収益
(単位：億円)  

1.4

1.4
1.0

0.4

2.7

2.1
1.7

1.0

営業利益

1.8億円
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ベトナムグループの重点施策

多様な事業を展開する強みを活かし事業拡大を推進
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海外営業体制を強化

拠点を拡充するなど営業体制の強化を図る
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インドシナ半島地域における成長戦略

道路インフラの整備状況に合わせ営業基盤を構築

http://ecodb.net/country/LA/
http://ecodb.net/country/LA/
http://ecodb.net/country/VN/
http://ecodb.net/country/VN/
http://ecodb.net/country/TH/
http://ecodb.net/country/TH/
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インドシナ半島地域における取り組み

事業環境の変化を踏まえ、営業活動を推進
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国際陸上輸送の推進

コロナ禍により事業が停滞するも着実に実績を重ねる

※タイを発着する国際陸上輸送の運行実績

※AEO：Authorized Economic Operator
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株主還元 （配当）

8.00円 － 80.00円 80.00円 80.00円 80.00円

4.00円 4.00円 40.00円 40.00円 40.00円 40.00円

4.00円 40.00円 40.00円 40.00円 40.00円 40.00円

23.6% 56.8% 138.3% 17.9% 24.1% －

配当方針

※2017年10月1日付で株式併合を行ったため、2018年3月期の年間1株あたり配当金合計は「-」としております。

配当状況
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【参考資料】 当社グループの概要①

日本ロジテム グループ体制

（2021年4月1日時点）

※持分法適用関連会社

※

※

※
（軽貨物運送）

（バルク運送）

（業務請負、人材派遣）

（施工、建設）

（通関、港湾運送）

（物流コンサルタント）

（貨物運送、倉庫）（近畿・中国・四国）

（業務請負、軽貨物運送）（近畿）

（貨物運送、倉庫）（九州）

（ベトナムグループ統括、リース、投融資）

（貨物運送、倉庫）

（旅客運送）（ハノイ市）

（旅客運送）（ホーチミン市）

（貿易代行、卸売）

（物品販売）

（冷凍冷蔵倉庫）

（貨物運送、倉庫、通関）

（卸売、業務請負）

（通関、倉庫、貨物運送）

（旅客運送、貨物運送、通関）

（旅客運送、貨物運送）

（通関、倉庫、貨物運送）

（通関、倉庫、貨物運送）

（倉庫、貨物運送、貿易代行）

（ ）は主な事業・エリア等

（貨物運送、倉庫、グループ統括）（関東・中部・南東北）
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【参考資料】 当社グループの概要②

特徴、強み （エリア展開）

首都圏およびインドシナ半島地域を中心に展開
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【参考資料】 当社グループの概要③

特徴、強み （物流サービス）

メーカー物流を基盤としながら幅広いサービスを提供

川上物流 川下物流

通販
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【参考資料】 当社グループの概要④

セグメント別構成比

日本

88.3%

海外

11.7%

（21年3月期データ）

食品
29.8%

インテリア
17.0%

エレクトロニクス

10.3%
アパレル
2.4%

自動車関連

2.1%

その他
38.4%

営業収益 営業収益

■海外

ベトナム、タイ、
ラオス、ミャンマー、
カンボジア、中華圏

※センター事業は損失を計上

セグメント利益営業収益

貨物自動車
運送
53.1%アセット

27.5%

その他
19.4%

貨物自動車
運送
43.5%

センター
22.7%

アセット
23.3%

その他
10.5%

■

トラックなどを使用して貨物を

運送する事業

■

貨物の入出庫などの荷役、

流通加工、事務代行を行う事業

■

貨物保管、不動産賃貸借および

仲介を行う事業

■

引越、施工関連、輸出入通関、

旅客自動車運送等を行う事業
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【参考資料】 当社グループの概要⑤

従業員数、輸送能力、保管能力

（22年3月期第2四半期データ、増減は21年3月期末比較）

1,529人 +32人 2,235人 -22人 3,764人 +10人

1,353人 -52人 52人 0人 1,405人 -52人

403両 0両 551両 -14両 954両 -14両

ー 642両 +18両 642両 +18両

265,202坪 +17,366坪 66,838坪 -761坪 332,040坪 +16,605坪
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信頼される企業グループを目指す
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http://www.b-soudan.com


